
ミクロ電子株式会社

食品関連のマイクロ波利用(回転ドラム式)

6kWマイクロドラム(生産量60～120kg/h)

・製品を撹拌しつつマイクロ波加熱を行う。
・茶葉の火入れ、ゴマの焙煎等で使用される。
・茶葉の火入れの場合、通常では30分かかるがマイクロドラムでは8分で完了する。
・加熱時間が短縮されるため熱で失われるアミノ酸やビタミンCの含有率が高くなる。
・茶葉とゴマどちらも通常加熱とは異なる風味の製品が得られる。
・麦をマイクロ波焙煎し、ビールの仕込みに使用すると色合いの調整や
従来の製法とは異なった味わいの製品を作ることが可能である。
・マイクロ波のみでは材料表面の焙煎が不十分な場合にはガスバーナーの併用が可能
・スクリュータイプの連続式とバッチ式のどちらも作製可能
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